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パッケージ内容
本製品には次のものが入っています。すべてが揃っているかを確認してください。

ザル釜：1個

本体：1台 内釜：1個 計量カップ：1個

しゃもじ：1本 専用電源コード：1本 取扱説明書：1冊

ふた：1個
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安全上のご注意
お使いになる方や他の人々への危害、財産への損害を未然に防ぐため、必ずお守りいただ
くことを説明しています。�本文中に使われている図記号の意味は、次のとおりです。
	●図記号の意味

警告 この表示の注意事項を守らないと、火災・感電などによる死亡や大けが
など人身事故の原因になります。

注意 この表示の注意事項を守らないと、感電やその他の事故によりけがをし
たり、他の機器に損害を与えたりすることがあります。

一般的な�
注意事項

水ぬれ
禁止 接触禁止 指示を守る 高温危険

一般的な�
禁止事項 分解禁止 ぬれ手

禁止
プラグを
抜く

「注意していただきたいこと」を記載しています。

「お願いしたいこと」や「参考にしていただきたいこと」を記載しています。

警告
	●電源について
電源はAC100V、コンセントや
配線器具は単独で使用する
他の機器と併用すると、過熱による
火災や感電の原因になります。
配線器具を使用する場合は、配
線器具の取扱説明書をよく読み
正しく使う
配線器具に発熱や発煙が見られた場
合は、すぐにコンセントから抜き、
使用を中止してください。
電源プラグや電源コネクターのごみ
やほこりを乾いた布などで拭き取る
電源プラグや電源コネクターにごみや
ほこりが付着している場合は、乾いた
布などで拭き取ってください。ショー
トによる火災や感電の原因になります。
電源プラグは ACコンセントの
奥まで確実に差し込む
ショートによる火災や感電の原因に
なります。

使用後、お手入れや点検、移動の
ときは、必ず電源を切り、電源プ
ラグをACコンセントから抜く
火災、感電、やけどの原因になります。
コンセントや配線器具の定格を
超える使い方をしない
たこ足配線等で定格を超えると、発
熱による火災の原因になります。
電源プラグや電源コネクターを
乳幼児に誤ってなめさせない
感電やけがの原因になります。
専用電源コードを次のように扱
わない
束ねて使用する、傷つける、
加工する、無理に曲げる、引っ張る、
ねじる、重いものを載せる、
挟み込む、高温部に近づける
専用電源コードが過熱して、火災、
感電、やけどの原因になります。
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安全上のご注意（つづき）

警告
	●電源について（つづき）
専用電源コード、電源プラグや
電源コネクターが傷んでいると
きや、ACコンセントへの差し込
みがゆるいときは、本製品を使
用しない
破損したまま使用すると、ショート
による火災や感電の原因になります。
破損したときは、すぐに使用を中止
し、電源プラグを抜いてください。
その後で、お買い上げの販売店また
はエレコム総合インフォメーション
センターまでご連絡ください。

電源コネクターにピンやクリッ
プなどの金属を入れない
ショートによる発熱、発火や感電の
原因になります。

ぬれた手で電源プラグや電源コ
ネクターを抜き差ししない
感電、やけど、けがの原因になります。

	●取り扱いについて
次のようなときは、異常や故障
のため、すぐに使用を中止する
•.異臭や異常な音がする
•.専用電源コードや電源プラグが異
常に熱くなる

•.専用電源コードを動かすと、時々
電源が切れる

•.使用中に時々電源が切れる
•.本体に触れるとピリピリする
•.本体にひびが入った、または割れた
火災、感電、けがの原因になります。
異常や故障のときは、すぐに使用を
中止し、電源プラグを抜いてくださ
い。その後で、お買い上げの販売店
またはエレコム総合インフォメー
ションセンターまでご連絡くださ
い。
お子様だけで使用させない、乳
幼児の手が届くところで使用し
ない
感電、やけど、けがの原因になります。

分解、修理、改造をしない
火災、感電、けが、故障の原因にな
ります。故障したときは、すぐに使
用を中止し、電源プラグを抜いてく
ださい。その後で、お買い上げの販
売店またはエレコム総合インフォ
メーションセンターまでご連絡くだ
さい。故障時の保証の対象外となり
ます。
物を落としたりなど、強い衝撃
を与えない
ひびが入ったり、割れたりすると、感電、
火災、けがの原因になります。



5

安全上のご注意（つづき）

警告
	●取り扱いについて（つづき）
取扱説明書に記載した以外の、
次のような使いかたをしない
•�ポリ袋などに食材を入れて加熱
•�クッキングシート、アルミホイル、
ラップなどを使用する料理
•�カレー、シチューなど
•�煮豆などふきこぼれやすい料理
火災、感電、けがの原因になります。
蒸気口や吸気口に、ピンや針金、
フォークなどの金属物、異物や
指を入れない
火災、けがの原因になります。

本体に水を掛けない、水洗いしない
漏電やショートによる火災や感電の
原因になります。

	●使用場所について
•.壁や家具などの近くで使わない
•.キッチン収納棚などで使うとき
は、熱や蒸気が中でこもらない
ようにする
故障の原因になります。また、熱や蒸
気が滞留し、壁や家具の破損、変色、
変形の原因になります。
•.本体を直火（ガス台など）、電
磁調理器（IH クッキングヒー
ター）、電気ヒーターなどの上
に載せない

•.燃えやすいものや熱に弱いもの
の周辺で使用しない
火災の原因になります。

•･蒸気口や吸気口をふさがない
•･蒸気口付近に手や顔などを近づ
けない
本体内部の温度が上昇し、火災ややけ
どの原因になります。

水回りなどの水のかかるところ
で使用しない
漏電やショートによる火災や感電の
原因になります。
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安全上のご注意（つづき）

警告
	●炊飯について
ふたの内側から蒸気口をふさが
ない
ポリ袋に入ったままの食材を入れた
り、落としぶたを使用したりすると、
蒸気口がふさがれ、過熱による火災
の原因になります。

炊飯中は絶対にふたを開けたり、
移動したりしない
やけどの原因になります。

注意
	●電源について
電源プラグを抜くときは、必ず
電源プラグを持って引き抜く
専用電源コードを持って引っ張ると
専用電源コードが破損し、火災や感
電の原因になります。
長時間使用しないときは、電源
プラグを抜く
漏電や絶縁低下による火災や感電の
原因になります。

付属の専用電源コード以外は使
用しない、付属の専用電源コー
ドを他の機器に使用しない
火災や故障の原因になります。

	●取り扱いについて
炊飯以外の用途には使用しない
過熱や異常動作による火災ややけど
の原因になります。
家庭用以外の用途に使用しない
本製品は家庭用として設計されてい
ます。業務用など家庭用以外に使用
すると、火災などの原因になります。
内釜、ザル釜を他の直火（ガス
台など）、電磁調理器（IHクッキ
ングヒーター）、電気ヒーター、
電子レンジやオーブンなどで使
用しない
破損して、やけどやけが、周囲の物
の破損の原因になります。

不安定なところに載せない
落下などによるやけどやけがの原因
になります。
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安全上のご注意（つづき）

注意
	●使用場所について
不安定な場所、滑りやすい場所
で使用しない
本体の落下などによるやけどやけが
の原因になります。

金属製の台などの上で使用しな
い、鉄板やアルミシートの上で
使用しない
火災や破損の原因になります。

	●磁気の影響について
医療用ペースメーカーをご使用
の方は、念のため医師とよく相
談する
本製品の動作がペースメーカーに影
響を与える場合があります。

磁気に弱いものを近づけない
キャッシュカード、ICカード、カセッ
トテープなどは記録が消えることが
あります。
ラジオ、テレビ、補聴器などは、雑
音が入ったり、音が小さくなったり
することがあります。

	●炊飯について
付属の内釜、ザル釜以外使用し
ない
過熱や異常動作の原因になります。
空だきしない、加熱し過ぎない
火災ややけど、本体、内釜、ザル釜
の破損の原因になります。
衝撃、急な温度変化を与えない
破損によるけがの原因になります。
適正容量以上で使用しない
中身がこぼれて、やけどやけがの原
因になります。
専用電源コードを引っ掛けない
やけどやけが、故障の原因になります。

蒸気口に注意する
高温の蒸気が噴出することがありま
す。やけどの危険がありますので注
意してください。

ふたを開けるときは、蒸気や熱
い水滴に注意する
蒸気によるやけどの原因になります。
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使用上のお願い
	●本体について

•･他の電磁調理器（IHクッキングヒーター）の上で使用しない･
他の電磁調理器用のなべや釜を載せて使用しない
誤動作や故障の原因になります。
•･テレビ、ラジオ、スマートフォン、リモコン、電池などを近づけない
受信障害、誤動作や故障の原因になります。
•･外周に物をぶつけない
破損の原因になります。
•･内釜、ザル釜の外側が濡れている場合は、拭き取ってから使用する

	●廃棄について
製品や梱包材の廃棄については、お住まいの自治体の取り決めに従って処理してください。

	●内釜、ザル釜を長く使用いただくために
•･空だきや空焼きをしない
•･内釜のフッ素樹脂コーティングを傷つけないように、しゃもじは付属品、または木製や
樹脂製のものを使用する
•･内釜、ザル釜の腐食を防ぐため、冷めたごはんを 24時間以上入れたままにしない
•･ご使用の都度、お手入れをする
•･内釜が熱い状態で水をかけるなど、急冷しない
フッ素樹脂コーティングのはがれや焦げつきの原因になります。

	●使用場所について
•･壁や家具などの近くで使わない
•･キッチン収納棚などで使うときは、熱や蒸気が中でこもらないようにする
故障の原因になります。また、熱や蒸気が滞留し、壁や家具の破損、変色、変形の原因
になります。
•･水平で安定したところで使用する
•･風通しがよく、水などが掛からないところで使用する
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各部の名前
	●本体

警告

必ずお守りく
ださい

感電のおそれあり

水につけたり、
水をかけたりし

ない

本体内部に絶対に水を入れない。

内釜には、金
属へら、

金属たわし、

ナイロンたわし、
クレンザーなどを

使用しな
い。 　

内釜の外側、温
度センサーの上

面や近辺に付いた米粒などは取

り除
いてから使

用する。

蒸気口パッキン

ふた裏面
ハンドルのランプとボタン

電源差込口

吸気口

蒸気口

炊飯
低糖質
早炊き
保温

［選択］ボタン
※フチのパッキンは
　取り外しできません。

ハンドル

ふた
取っ手

	●専用電源コード
電源コード

電源プラグ
（ACコンセント側）

電源コネクター
（本体側）

初めて炊飯するときは、ふた、内釜、ザル釜、計量カップ、しゃもじを必ず洗っ
てください。
ふた裏面の蒸気口パッキンも一度取り外し、洗ってください。

ふた裏面のフチのパッキンは取り外しできません。無理に引っ張らないでください。
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炊飯準備
1	炊飯量を決め、お米を計量する
付属の計量カップで計量します。１合分は下図のように計量できます。

すりきり一杯で
約 1合（約 180ml）

無洗米も同様に、付属の計量カップで計量できます。

2	お米を洗う
水をたっぷり入れ、手早くかき混ぜて水を捨てます。水がにごらなくなるまで繰り返
してください。

•.内釜で洗米できますが、やさしく洗米してください。力強く洗米すると、内
釜のフッ素樹脂コーティングが傷ついたり、内釜が変形したりする原因にな
ります。

•.35 度以上のお湯で洗米や水加減の調整をしないでください。
•.アルカリイオン水（pH9以上）などで炊飯をしないでください。変色したり、
臭いが付いたりします。また、やわらかすぎる炊き上がりになります。

•.ミネラルウォーターなど硬度の高い水で洗米や水加減の調整をしないでくだ
さい。かたすぎる炊き上がりになります。

無洗米の場合は、水を入れたあと、お米が水となじむようによくかき混ぜてく
ださい。水がにごるときは、数回すすいでください。

3	水加減を調整する
内釜を水平な場所に置き、目盛に合わせて水加減を調整
します。
お米の分量 1/2 合 3/4 合 1合
内釜の目盛 1/2 3/4 1
•�お米を水に浸さなくても、すぐに炊飯を開始できます。
浸しておくと、少し柔らかく炊き上がります。
•�目盛りは目安です。お好みで水加減を調整してください。
•�白米だけでなく、発芽玄米や雑穀米（白米に雑穀を混
ぜたもの）も「炊飯」メニューで炊飯できます。
•�発芽玄米や雑穀米を炊飯するときは、市販の商品パッケー
ジに記載の内容に基づいて水加減を調整してください。
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炊飯準備（つづき）

4	内釜の外側に付いている水滴や米粒をふき取る

5	内釜を本体にセットする
内釜が浮いたり、傾いたりしないよう確認しながら、確実にセットしてください。

警告

必ずお守りく
ださい

感電のおそれあり

水につけたり、
水をかけたりし

ない

本体内部に絶対に水を入れない。

内釜には、金
属へら、

金属たわし、

ナイロンたわし、
クレンザーなどを

使用しな
い。 　

内釜の外側、温
度センサーの上

面や近辺に付いた米粒などは取

り除
いてから使

用する。

6	ふた裏面の蒸気口パッキン取付穴に蒸気口パッキンを取り付ける
蒸気口パッキン

蒸気口パッキン取付穴

7	ふたを閉める
①.ふたの マークと本体の マークの位置を合わせ、ふたをかぶせます。
②.取っ手を持って、ふたの マークを本体の マークの位置まで回します。

① ②
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炊飯
レシピは弊社のホームページに掲載しています。
こちらのURL�またはQR�コードよりご覧ください。
https://www.elecom.co.jp/r/s474

1	ごはんを炊く前の準備をする
「炊飯準備」（➡ 10�ページ）の手順 1～ 7を行ってください。

2	専用電源コードを接続する
①.電源コネクター（本体側）を電源差込口に取り付ける
②.電源プラグ（ACコンセント側）をACコンセントに差し込む
「ピ―」と起動音が鳴り、［選択］ボタンが点灯します。

①

②警告

必ずお守りく
ださい

感電のおそれあり

水につけたり、
水をかけたりし

ない

本体内部に絶対に水を入れない。

内釜には、金
属へら、金

属たわし、

ナイロンたわし、
クレンザーなどを

使用しな
い。 　

内釜の外側、温
度センサーの上

面や近辺に付いた米粒などは取

り除
いてから使

用する。

電源差込口

ACコンセント

電源コネクター

電源プラグ

電源プラグをACコンセントに差し込んでも起動音が鳴らない場合は、専用
電源コードを接続し直してください。
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炊飯（つづき）

3	［選択］ボタンをタッチして、「炊飯」（点滅）または「早炊き」
（点滅）に切り替え、5秒待つ
「ピピー」と開始音が鳴り、選択したメニューが点灯して炊飯が開始
されます。
メニューによる炊飯時間と炊き上がりの目安は、次のとおりです。

メニュー 炊飯時間 炊き上がり
炊飯 約 50分 普通
早炊き 約 35分 かため
上記は目安です。炊飯量、水加減、お米の種類、室温、水温によって、
異なります。

注意
蒸気口に注意する
高温の蒸気が噴出することがあります。やけどの危険があります
ので注意してください。

•.炊飯途中でふたを開けないでください。
•.長時間電源が切れた場合は、正しく炊飯できない場合があります。最初から
炊飯をやり直してください。

メニューの点滅中は、メニューを変更できます。
炊飯開始したメニューを中止する場合は、［選択］ボタンを長押し（2秒程度）します。

4	炊き上がると、保温に切り替わる
「ピ―、ピー、ピー」と終了音が鳴り、「保温」が点灯します。

ごはんが炊き上がると、自動的に保温に切り替わります。
保温は 12時間で自動的に切れます。

5	ふたを開ける
①.取っ手を持って、ふたの マークを本体の マークの位置まで回します。
②.片方の手でハンドルを持って本体を固定し、もう片方の手で取っ手を持ってふたを

上方向に持ち上げます。

②①

ふたを開けて水滴が落ちたときは、ふき取ってください。

タッチ
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炊飯（つづき）

6	ごはん全体をほぐす
ミトンなどを使って内釜を押さえ、しゃもじでごはん全体をほぐしてください。
ごはんを保温する場合は、「保温」（➡ 20�ページ）を参照してください。

警告

必ずお守りく
ださい

感電のおそれあり

水につけたり、
水をかけたりし

ない

本体内部に絶対に水を入れない。

内釜には、金
属へら、

金属たわし、

ナイロンたわし、
クレンザーなどを

使用しな
い。 　

内釜の外側、温
度センサーの上

面や近辺に付いた米粒などは取

り除
いてから使

用する。

•.ふたの裏側やパッキンにごはん粒などが付いたときは、取り除いてください。
乾燥、変色、臭い、べたつきの原因になります。

•.内釜でご飯を保存する場合は、必ず「保温」をお使いいただき、早めにお召
し上がりください。

保温を停止する場合は、［選択］ボタンを長押し（2秒程度）します。

7	専用電源コードを取り外す
①.電源プラグ（ACコンセント側）をACコンセントから抜く
②.電源コネクター（本体側）を電源差込口から取り外す

②

①警告

必ずお守りく
ださい

感電のおそれあり

水につけたり、
水をかけたりし

ない

本体内部に絶対に水を入れない。

内釜には、金
属へら、金

属たわし、

ナイロンたわし、
クレンザーなどを

使用しな
い。 　

内釜の外側、温
度センサーの上

面や近辺に付いた米粒などは取

り除
いてから使

用する。

電源差込口

ACコンセント

電源コネクター

電源プラグ

8	お手入れする
詳細は、「お手入れ」（➡ 21�ページ）を参照してください。
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低糖質炊飯
お米の分量は、最小量 1/2 合～最大量 3/4 合の範囲にしてください。範囲外の分量で炊
飯すると、吹きこぼれたり、うまく調理できない原因になります。

1	洗米したお米をザル釜に入れる
お米は平らになるようにしてください。

無洗米も炊飯できます。無洗米の場
合は洗米不要です。

2	ザル釜の外側に付いている水滴や米粒を
ふき取る

3	ザル釜を内釜にセットする
ザル釜が浮いたり、傾いたりしないよう確認
しながら、確実にセットしてください。
ザル釜の取っ手を倒してください。

4	お米の分量に合わせて、ザル釜に水を入れる
本体を水平な場所に置き、ザル釜の目盛りに
合わせて水加減を調整します。
お米の分量 1/2 合 3/4 合
ザル釜の目盛 1/2 3/4

無洗米の場合は、水を入れたあと、
お米が水となじむようによくかき混
ぜてください。水がにごるときは、
数回すすいでください。

ザル釜

洗米したお米

ザル釜

内釜

取っ手

ザル釜

内釜
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低糖質炊飯（つづき）

5	内釜の外側に付いている水滴や米粒をふき取る

6	内釜を本体にセットする
内釜およびザル釜が浮いたり、傾いたりしないよう確認しながら、確実にセットして
ください。

警告

必ずお守りく
ださい

感電のおそれあり

水につけたり、
水をかけたりし

ない

本体内部に絶対に水を入れない。

内釜には、金
属へら、

金属たわし、

ナイロンたわし、
クレンザーなどを

使用しな
い。 　

内釜の外側、温
度センサーの上

面や近辺に付いた米粒などは取

り除
いてから使

用する。

ザル釜

内釜

7	ふた裏面の蒸気口パッキン取付穴に蒸気口パッキンを取り付ける
蒸気口パッキン

蒸気口パッキン取付穴

8	ふたを閉める
①.ふたの マークと本体の マークの位置を合わせ、ふたをかぶせます。
②.取っ手を持って、ふたの マークを本体の マークの位置まで回します。

① ②
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低糖質炊飯（つづき）

9	専用電源コードを接続する
①.電源コネクター（本体側）を電源差込口に取り付ける
②.電源プラグ（ACコンセント側）をACコンセントに差し込む
「ピ―」と起動音が鳴り、［選択］ボタンが点灯します。

①

②警告

必ずお守りく
ださい

感電のおそれあり

水につけたり、
水をかけたりし

ない

本体内部に絶対に水を入れない。

内釜には、金
属へら、金

属たわし、

ナイロンたわし、
クレンザーなどを

使用しな
い。 　

内釜の外側、温
度センサーの上

面や近辺に付いた米粒などは取

り除
いてから使

用する。

電源差込口

ACコンセント

電源コネクター

電源プラグ

電源プラグをACコンセントに差し込んでも起動音が鳴らない場合は、専用
電源コードを接続し直してください。

10	［選択］ボタンをタッチして、「低糖質」（点滅）に切り替え、
5秒待つ
「ピピー」と開始音が鳴り、「低糖質」が点灯して炊飯が開始されます。
低糖質炊飯による炊飯時間と炊き上がりの目安は、次のとおりです。

メニュー 炊飯時間 炊き上がり
低糖質炊飯 約 50分 やわらかめ
上記は目安です。炊飯量、水加減、お米の種類、室温、水温によって、
異なります。

注意
蒸気口に注意する
高温の蒸気が噴出することがあります。やけ
どの危険がありますので注意してください。

•.炊飯途中でふたを開けないでください。
•.長時間電源が切れた場合は、正しく炊飯できない場合があ
ります。最初から炊飯をやり直してください。

メニューの点滅中は、メニューを変更できます。
炊飯開始したメニューを中止する場合は、［選択］ボタンを
長押し（2秒程度）します。

タッチ
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低糖質炊飯（つづき）

11	炊き上がると、保温に切り替わる
「ピ―、ピー、ピー」と終了音が鳴り、「保温」が点灯します。

•.炊き上がり後は、できるだけ早くお召し上がりください。
•.炊き上がり後は内釜に糖質を含んだ水が残ります。そのままでも保温可能で
すが、長時間の保温は避けてください。

保温を停止する場合は、［選択］ボタンを長押し（2秒程度）します。

12	ふたを開ける
①.取っ手を持って、ふたの マークを本体の マークの位置まで回します。
②.片方の手でハンドルを持って本体を固定し、もう片方の手で取っ手を持ってふたを

上方向に持ち上げます。

②①

•.ふたを開けて水滴が落ちたときは、ふき取ってください。
•.ふたの裏側やパッキンにごはん粒などが付いたときは、取り除いてください。
乾燥、変色、臭い、べたつきの原因になります。
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低糖質炊飯（つづき）

13	ザル釜を取り出す
ミトンなどで取っ手を持って、ザル釜を上方向に持ち上げてください。

警告

必ずお守りく
ださい

感電のおそれあり

水につけたり、
水をかけたりし

ない

本体内部に絶対に水を入れない。

内釜には、金
属へら、

金属たわし、

ナイロンたわし、
クレンザーなどを

使用しな
い。 　

内釜の外側、温
度センサーの上

面や近辺に付いた米粒などは取

り除
いてから使

用する。

ザル釜

取っ手

•.ザル釜が熱くなっているため、取り出すときは注意してください。やけどの
原因になります。

•.取り出したザル釜は、内釜に戻さないでください。腐敗の原因になります。

14	専用電源コードを取り外す
①.電源プラグ（ACコンセント側）をACコンセントから抜く
②.電源コネクター（本体側）を電源差込口から取り外す

②

①警告

必ずお守りく
ださい

感電のおそれあり

水につけたり、
水をかけたりし

ない

本体内部に絶対に水を入れない。

内釜には、金
属へら、金

属たわし、

ナイロンたわし、
クレンザーなどを

使用しな
い。 　

内釜の外側、温
度センサーの上

面や近辺に付いた米粒などは取

り除
いてから使

用する。

電源差込口

ACコンセント

電源コネクター

電源プラグ

15	お手入れする
詳細は、「お手入れ」（➡ 21�ページ）を参照してください。
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保温
ごはんが炊き上がると、自動的に保温に切り替わります。
ごはんをほぐしたあとすぐに食べない場合や残ったごはんを保温する場合は、再度ふたを
閉めてください。保温は 12時間で自動的に切れます。

次のような保温はしないでください。臭い、パサつき、変色、腐敗や内釜の腐食
の原因になります。
•.しゃもじを入れたままの保温
•.白米以外の保温
•.最小炊飯量（1/2 合）未満の保温
•.冷やごはんの保温
•.冷やごはんの継ぎ足し

少量のごはんを保温するときは、ごはんを内釜の中央に寄せてください。また、
できるだけ早くお召し上がりください。

本体を移動して再度保温する場合や 12時間以上保温を継続する場合は、以下の方法で保
温を設定してください。

1	･［選択］ボタンをタッチして、「保温」（点滅）に切り替え、･
5 秒待つ
「ピピー」と開始音が鳴り、「保温」が点灯して保温が開始されます。
保温を設定してから 12時間で自動的に切れます。

保温を停止する場合は、［選択］ボタンを長押し（2秒程度）
します。

タッチ
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お手入れ
本体が冷めていることを確認し、専用電源コードを取り外してからお手入れを開始してくだ
さい。

	●本体
よく絞ったふきんで拭き取る
汚れが取れにくいときは、薄めた台所用中性洗剤を
含ませた柔らかい布で拭いたあと、固く絞った布で
洗剤が残らないように拭き取ってください。

	●ふた、蒸気口パッキン、内釜、ザル釜、しゃもじ、計量カップ
台所用洗剤と柔らかいスポンジで洗う
洗ったあとは、水気を十分に拭き取ってから収納し
てください。
湿気の多いところで保管したり、汚れが残ったまま
放置しておくと、腐食の原因になります。

•.酸性・アルカリ性の強い洗剤、薬品、漂白剤、研磨剤の入ったスポンジ、金属
製のたわしなどは使用しないでください。

•.汚れがこびりついた場合、ぬるま湯にしばらくつけてから洗ってください。焦
げつきなどを落とす場合にナイフなどを使用しないでください。

•.内釜やザル釜にスプーンや食器類を入れないでください。
•.熱湯で洗ったり、食洗機や食器用乾燥機を使用したりしないでください。変形
や破損の原因になります。

•.料理を入れたままや、水に浸けたまま放置しないでください。腐食の原因にな
ります。

•.玄米や雑穀（アマランサスなど）を混ぜて炊飯したあとは、ふたの内側、蒸気口、
蒸気口パッキンの汚れをきれいに取り除いてください。蒸気口の目詰まり、ふ
たが開かなくなる、吹きこぼれ、うまく炊けないなどの原因になります。

•.ふたのフチのパッキンは取り外しできません。無理に引っ張らないでください。
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故障かなと思ったら
トラブルと対処方法

状態 理由 対処方法

ごはんが炊けない
選択ボタンが点灯しない
/操作できない

電源プラグがACコンセントに確
実に差し込まれていない

電源プラグをACコンセントに奥ま
で確実に差し込んでください。

電源コネクターが電源差込口から
外れている

電源コネクターを電源差込口に取り
付けてください。故障以外で本体の
電源が切れた場合、15分以内であれ
ば電源復帰で動作が継続されます。

炊飯中、保温中に電源が
切れた

電源コネクターが電源差込口から
外れている

電源コネクターを電源差込口に取り
付けてください。故障以外で本体の
電源が切れた場合、15分以内であれ
ば電源復帰で動作が継続されます。

使用中にブレーカーが落
ちた 使用できる電気量を超えている

他の電化製品の電源を切るか、また
は他のブレーカーのACコンセント
に接続してください。

炊飯中、保温中に音がす
る

「カチカチ」：音が鳴っている マイコン制御の音です。故障ではあ
りません。

「ピチピチ」：音が鳴っている 熱で金属が収縮しているときの音で
す。故障ではありません。

「ゴー」：音が鳴っている 吸排気用のファンが鳴っている音で
す。故障ではありません。

上記と異なる音がする
お買い上げの販売店またはエレコム
総合インフォメーションセンターま
でご連絡ください。

電源を切っても温かい 専用電源コードを接続していると、
本体内部で少量の電力が消費される

使用しないときは、専用電源コード
を取り外してください。

電源プラグを差し込むと、
バチッと火花が出た

瞬間的な放電現象が発生した 電化製品でまれに発生する現象で
す。異常ではありません。

電源プラグにごみやほこりが付着
していた

電源プラグにごみやほこりが付着し
ている場合は、拭き取ってください。

炊飯中に吹きこぼれる

ふたの内側、蒸気口パッキン、内
釜の外側などに汚れ（ごはん粒な
ど）が付着している

汚れ（ごはん粒など）が付着してい
る場合は、取り除いてください。

内釜が変形している
お買い上げの販売店またはエレコム
総合インフォメーションセンターま
でご連絡ください。

お米の分量、水加減の調整が間
違っている 正しい分量で炊飯してください。

玄米を炊飯している
玄米を炊飯すると、水加減によって
は吹きこぼれる恐れがあります。少
なめの水加減で炊飯してください。
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故障かなと思ったら（つづき）

状態 理由 対処方法
ふたの隙間から蒸気が漏
れる

お米の分量、水加減の調整が間
違っている 正しい分量で炊飯してください。

炊き上がったごはんがか
たすぎる、芯が残る

ふたの内側、蒸気口パッキン、内
釜の外側などに汚れ（ごはん粒な
ど）が付着している

汚れ（ごはん粒など）が付着してい
る場合は、取り除いてください。

ミネラルウォーターなど硬度の高い
水で洗米や水加減の調整をしている

ミネラルウォーターなど硬度の高い
水を使用しないでください。

お米の分量、水加減の調整が間
違っている 正しい分量で炊飯してください。

炊き上がったごはんがや
わらかすぎる

35 度以上のお湯で洗米や水加減
の調整をしている

35 度以上のお湯を使用しないでく
ださい。

アルカリイオン水（pH9 以上）
などで洗米や水加減の調整をして
いる

アルカリイオン水（pH9以上）など
を使用しないでください。

お米の分量、水加減の調整が間
違っている 正しい分量で炊飯してください。

保温したごはんが変色し
た、かたくなった 長時間の保温をしている

3時間以上の保温は、ごはんが変色
したりかたくなったりする原因にな
ります。

それでも解決できないときは、お買い上げの販売店またはエレコム総合インフォメーショ
ンセンターまでご連絡ください。
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故障かなと思ったら（つづき）

エラーと対処方法
エラー 理由 対処方法

エラー音が 1秒ごとに「ピッ、
ピッ、ピッ…」と鳴り、同時に
次のランプが点滅する 電源電圧が低くなっている 付属の専用電源コードを正しく接続し

てください。

テーブルタップなどを使用
している

発熱の危険がありますので、テーブル
タップなどは使用しないでください。

専用電源コードの電源プラ
グを AC コンセントに奥ま
で差し込んでいない

電源プラグを正しくACコンセント
に差し込んでください。

エラー音が「ピッピッピッピッ」
と鳴り、同時に次の 4つのラン
プが点滅する 内釜が正しくセットされて

いない
内釜が正しくセットされているかを確
認してください。異物が入っていない
か確認してください。

付属の内釜とは異なるもの
が入っている 付属の内釜をセットしてください。

ランプの点灯が、上記のいずれ
にも当てはまらない

本製品が故障している恐れ
がある

すぐに使用を中止し、電源プラグを
抜いてください。その後で、お買い
上げの販売店またはエレコム総合イ
ンフォメーションセンターまでご連
絡ください。
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仕様

基本仕様

製品概要
カテゴリー 1合炊き IH炊飯器
型番 HAC-RCIH01
炊飯方式 電磁誘導加熱方式

寸法・重量

本体 外形寸法 幅 169×奥行 127×高さ 228mm
（ふた、釜なし：幅 169×奥行 127×高さ 195mm）

重量 約 1.3kg（内釜、電源コード含む）

内釜

外形寸法 幅 111×奥行 111×高さ 108mm
重量 約 300g

炊飯容量
炊飯� ：�0.09 ～ 0.18L（1/2 ～ 1合）
早炊き�：�0.09 ～ 0.18L（1/2 ～ 1合）
低糖質�：�0.09 ～ 0.135L（1/2 ～ 3/4 合）

ふた 外形寸法 幅 126×奥行 126×高さ 39mm
専用電源コード 長さ 約 1m

主な材質

本体 外装 PP
内釜 材質 アルミ・ステンレス鋼材、フッ素樹脂コーティング
ザル釜 材質 ステンレス
計量カップ 材質 PP
しゃもじ 材質 PP

電気的仕様 電源
電圧 AC100V
周波数 50/60Hz
定格消費電力 400W

ユーザーサポートについて
商品に関するお問い合わせは

受付時間／ 10:00 ～ 19:00

日本以外でご購入されたお客様は、購入国の販売店舗へお問い合わせください。エレコ
ム株式会社は、日本以外の国でのご購入・ご使用によるお問い合わせ・サポート対応は
致しかねます。また、日本語以外の言語でのサポートは致しかねます。商品交換は保証
規定に沿って対応致しますが、日本以外からの商品交換は対応致しかねます。
A customer who purchases outside Japan should contact the local retailer in the 
country of purchase for enquiries. In “ELECOM CO., LTD. (Japan)”, no customer 
support is available for enquiries about purchases or usage in/from any countries other 
than Japan. Also, no foreign language other than Japanese is available. Replacements 
will be made under stipulation of the Elecom warranty, but are not available from 
outside of Japan. 
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保証規定
■保証期間

1 年間
■保証対象

保証対象は本製品の本体・本製品の動作に起因する部分のみとさせていただきます。取扱説明書および消耗
品は対象外です。

■保証内容
1 弊社が定める保証期間（本製品ご購入日から起算されます。）内に、適切な使用環境で発生した本製品の故障

に限り、無償で本製品を修理または交換いたします。
※保証期間を超過している場合、有償となります。

■無償保証範囲
2 以下の場合には、保証対象外となります。
（1）購入証明書および故障した本製品をご提出いただけない場合。

※購入証明書は、�購入日、購入店、型番が確認できるもの（レシート・納品書など）を指します。
（2）購入証明書に偽造・改変などが認められた場合。
（3）中古品として本製品をご購入された場合。( リサイクルショップでの購入、オークション購入での中古

品を含む )
（4）弊社および弊社が指定する機関以外の第三者ならびにお客様による改造、分解、修理により故障した場

合。
（5）弊社が定める機器以外に接続、または組み込んで使用し、故障または破損した場合。
（6）通常一般家庭、一般オフィス内で想定される使用環境の範囲を超える温度、湿度、振動などにより故障

した場合。
（7）本製品を購入いただいた後の輸送中に発生した衝撃、落下などにより故障した場合。
（8）地震、火災、落雷、風水害、その他の天変地異、公害、異常電圧などの外的要因により故障した場合。
（9）接続されている他の機器に起因して、本製品に故障、損傷が生じた場合。
（10）ソフトウェア（ファームウェア、ドライバ他）のアップデート作業によって故障、障害が生じた場合。
（11）本製品の、パッケージ、取扱説明書、ならびに弊社ホームページ内などに記載の使用方法、および注意

に反するお取り扱いによって生じた故障、損傷の場合。
（12）その他、無償修理または交換が認められない事由が発見された場合。

■修理
3 修理のご依頼は、購入証明書をお買い上げ頂いた製品一式（付属品、セット品含む）に添えて、お買い上げ

の販売店にお持ちいただくか、弊社修理センターに送付してください。
4 弊社修理センターへご送付いただく場合の送料はお客様のご負担となります。（返送時の送料は弊社が負担い

たします。）また、ご送付いただく際、適切な梱包の上、紛失防止のため受渡の確認できる手段（宅配や簡易
書留など）をご利用ください。なお、弊社は運送中の製品の破損、紛失については一切の責任を負いかねます。

5 同機種での交換ができない場合は、保証対象製品と同等またはそれ以上の性能を有する他の製品と交換させ
ていただく場合があります。

6 保証期間内にて修理、交換により交換された、旧部品または旧製品などは返却いたしかねます。
7 記憶メディア・ストレージ製品において、修理センターにて製品交換を実施した際にはデータの保全は行わ

ず、全て初期化いたします。記憶メディア・ストレージ製品を修理に出す前には、お客様ご自身でデータのバッ
クアップを取っていただきますようお願いいたします。

8 修理期間中における代替機および貸出機のご用意はございません。
■免責事項
9 本製品の故障について、弊社に故意または重大な過失がある場合を除き、弊社の債務不履行および不法行為

などの損害賠償責任は、本製品購入代金を上限とさせていただきます。
10 本製品の故障に起因する派生的、付随的、間接的および精神的損害、逸失利益、ならびにデータ損害の補償

などにつきましては、弊社は一切責任を負いかねます。
11 データを取扱う際には自己責任において、必ず定期的なバックアップを取って下さい。本製品の故障または

使用によって生じた、保存データの消失、破損などについては一切保証いたしません。
■有効範囲
12 この保証規定は、日本国内においてのみ有効です。

エレコム株式会社は、日本以外の国でのご購入・ご使用による問い合わせ・サポート対応はいたしかねます。
This�warranty� is�valid�only� in�Japan.� In� "ELECOM�CO.,�LTD.� (Japan)",�no�customer�support� is�
available�for enquiries�about�purchases�or�usage�in/from�any�countries�other�than�Japan.
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長年ご使用のIH炊飯器の点検を!愛情点検

こんな
症状はあり
ませんか?

●電源を入れても、加熱しな
いときがある
●電源コードが異常に熱く
なったり、変色したり、こ
げ臭いにおいがする
●電源コードに破れがある
●本体や内釜にひび割れがあ
る
●その他の異常や故障がある

事故防止のため、すぐに使
用を中止し、電源プラグを
抜いてください。その後
で、お買い上げの販売店ま
たはエレコム総合インフ
ォメーションセンターま
でご連絡ください。

ご使用
中止
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